
2025 年度番組審議会 

 

【開催日時】 2026 年 3 月 19 日  

【開催場所】東京ベイネットワーク会議室  

【番組審議委員】（50 音順） 

岩嵜 いづみ 委員（中央エフエム株式会社 代表取締役）《書面参加》 

落合 香代子 委員（一般社団法人ママリングス 代表理事） 

片山 祐子 委員（タウン誌深川 編集⾧） 

田巻 雄太郎 委員（深川資料館通り商店街協同組合 理事⾧） 

松木 伸也 委員（富岡八幡宮 参事） 

矢子 和美 委員（書道研精会 書道家）《書面参加》 

 

【議事】書面にてご報告  

１） 前回のご意見を受けての取り組み報告  

２） 今年度の取り組み報告  

３） 各委員よりご意見を賜る  

 

【委員各位からのご意見】 

 

1. 週刊ベイネット 

【評価】 

・イラストの使用で画面が分かりやすくなった(特に防災ベイネット) 

・防災ベイネットで初めて『災害時こういう放送が流れます』、という画面を見て、 

 詳しくは知らなかったのでとてもためになった。なにかあったら見てみようと思った 

方も多いと思う。視聴者として、データ放送は活用してみようと思った。 

・こどもリポーターは、きらきら一年生もそうですが、子供が出ているとつい見てしまう 

コンテンツ。子供が一生懸命何かをやっているのが良い。 

・YouTube のサムネイルに、その回の概要や通し番号を振ってくれているのが 

記録にもなり、検索もしやすくとても魅力的。 

・こどもリポーターは子供目線でも見ることが出来るし、大人にとっても社会勉強に 

なるような内容でよかった。まだまだ色々な企業があると思うので、是非継続を。 

・投稿コーナーは視聴者と一緒に番組作りができて良い。視聴者と繋がるいい機会にも 

なるので、継続的に進めていただきたい。 

・防災の情報発信こそケーブルテレビの大事な使命。防災ベイネットも是非継続を。 



・せっかくの生放送なので、生放送が出来るまで、のような企画があってもよいのでは。 

・こどもリポーターは子供たちの真剣な眼差しが届けられるのは映像ならではのメリット。 

親御さんにとってかけがえのないものに。 

 

【ご意見】 

・モバイルバッテリーの火災が話題。防災ベイネット内などで取り上げられないか。 

・江戸切子の体験は子供にはハードルが高かったように感じた。難しかったのか、 

子供らしさがあまりなかった。1 人だと緊張もするし、「よい子」になってしまうので、 

仲の良い子とペアで出てもらったりすると、子供ならではの会話が引き出せそう。 

・公園に設置されている防災設備の使い方や、自分が行くべき避難先・緊急時の連絡先など 

を知らない人がほとんどだと思う。防災ベイネットで深堀りできないか。 

・防災ベイネットは共助、公助、その辺の重要性を感じた。特に中央区は集合住宅が密集 

しているので、その辺の情報を出していただけるといい。 

・投稿コーナーを活用して、もっと旬なイベント情報を知りたい。 

 

 

2. きらきら一年生 

【評価】 

・お祭りと同じくらい財産。 

・6 年生向けの販売や出張授業での放映もすごく良い取り組み。 

 

【ご意見】 

・放送開始当初に出演した児童はもう大人になっているとのことで、もしかしたら 

親子で出演している人がいるかもしれないし、大人になってその頃の夢を叶えた人など、 

特集できたら面白いと思う。 

・6 年生にもう一度同じインタビューができれば尚良い。 

・先生のインタビューよりも、学校案内や独自の取り組みの説明があればよりよい。 

・どうしてもご家庭の事情で出られないというお子さんもいる。そういう方の対策として、 

例えばお友達に似顔絵描いてもらって、そこに声を入れるなど、配慮があってもよい。 

・子供に関する様々社会課題が現状としてある。夢を聞く楽しい企画、に留まらずその先の 

夢を応援できるよう、民間企業として番組として解決していく何かができたら。 

・最近は進学する中学校も選べるようになった。私立と違い、公立中学の選び方が実は 

すごく難しい。校庭の広さや部活は何があって～のような選択の参考になる中学情報 

番組も検討してほしい。 

 

 



3. お祭りについて 

【評価】 

・年々夏が暑くなっていて取材も大変だとは思うが、お祭りの熱気や臨場感ある映像出せる 

のはベイネットしかいないので是非継続してほしい。 

・暑さに耐えられないご高齢の方や怪我をして外に出られない方などにとって生中継は 

ありがたい番組だと思う。 

 

【ご意見】 

・危険な酷暑。是非対策をして本祭りも取材をしてほしい。 

・お祭り関連の情報発信は出来るだけ早めの時期にしてほしい。直前だと祭りに関連する 

お店は混雑してしまい、お客さんにも迷惑がかかってしまう。祭りの準備はお早めに、 

のような案内が早めにあればよい。 

・富岡八幡宮はいよいよ 400 年を迎えることになり、5 月に遷座祭を控えている。今年は 

お祭りのみならず、この 400 年の 1 年間をぜひ取材いただければ。 

・せっかくなので生放送でリポーターさんにダボシャツを着せてみては？ 

 

4. その他 

《観光発信について》 

・江東区はお祭りの街という定着はすでにあるが、それだけでいいのだろうか。 

地元のお店に還元されているのか。臨海部はインバウンドや国内地方の 

方々から人気だけど、江東区を周遊するような話は聞かない。押上にスカイツリーが 

出来た時、その流れで亀戸にも人が来てほしいという話もあったが、実際難しい。行政 

だけだとなかなか難しいので、民間企業が盛り上げて発信していけないか。 

・亀戸の人は深川江戸資料館を知っているだろうか。逆もしかりで、近隣の観光という面 

では同じ区内でもまだ知らないことがたくさんある。ちょっとした空いた時間に行ける 

スポットなどを教えるようなものはどうか。 

 

《区政番組について》 

・こんにちは中央区ですにて公園情報を取り上げていたが、是非江東区でも。 

 スポーツをしている子供や連れていく親にとってはボール使用 OK など何が出来て何が 

 禁止なのかといった情報が非常に重要。ぜひ詳細情報を取り上げてほしい。 

・区内の花見スポットが知りたい。どこでどんな花が咲いて、ここが穴場、のような情報を。 


